
 本節では、中小企業における省力化投資の活用状況と、活用によって期待される効

果や課題について確認した。省力化投資は、人手不足の緩和だけでなく、業務効率化

による売上増加や、業務時間の削減などにより様々な取組が行える可能性もあるなど、

多様な効果が期待される。現状は省力化投資を行っている中小企業は比較的少数で拡

大余地が大きく、今後、活用が広がっていくことが期待される。 

 事例 2-1-5では、積極的な設備投資の中で省力化に向けた投資も行い、生産性の向

上と職場環境の改善を実現し、従業員の定着にもつなげている企業の事例を紹介する。 

 事例 2-1-6では、日々の単純・反復作業を自動化・省力化することで働き方の改善

と余力による顧客対応力の向上を実現、作業の効率化等により売上げも大きく成長さ

せている企業の事例を紹介する。 

  

  

    

事事例例 22--11--55：：中中工工精精機機株株式式会会社社  

「「積積極極的的なな設設備備投投資資にによよりり生生産産性性向向上上とと職職場場環環境境のの改改善善をを実実現現しし、、  

成成長長ににつつななげげたた企企業業」」  

・所在地：岐阜県瑞浪市 ・従業員数：31名 ・資本金：5,000万円 

・事業内容：生産用機械器具製造業 

 

積積極極的的なな設設備備投投資資でで大大型型化化・・自自動動化化をを追追求求、、人人手手不不足足のの下下でで成成長長をを実実現現  

 岐阜県瑞浪市の中工精機株式会社は、地場産業である窯業の原料となるセラミックスの粉砕・精製機（ボールミ

ル）等を製造する企業である。1925 年の創業以来、陶磁器やタイル用の原料粉砕機器を主力商品としてきたが、

1960年代後半からはファインセラミックス分野の伸長に伴い、より微細な精製ができる微粉砕機や異物混入防止・

異物除去装置の開発などにも進出し、事業を拡大してきた。近年はニッチ市場の環境の厳しさから、国内同業他社

の間では事業縮小や廃業の動きも見られるが、同社の工藤好功社長は、ニッチな分野で顧客に頼られる「オンリー

ワン企業」を目指し、顧客の細かな要望に応えられるよう、「100％内製化」を掲げて積極的な設備投資を継続。同

時に深刻さが増す人手不足にも対応すべく、作業工程の自動化、省力化の推進による生産性の向上や、人材確保に

向けた職場環境の改善の観点も持ちつつ設備投資に取り組み、成長してきた。 
NNCC化化推推進進でで若若手手社社員員ででもも熟熟練練作作業業にに対対応応、、省省力力化化効効果果でで職職場場環環境境をを改改善善  

 同社が投資戦略で重点を置いてきたのが、工場における機械設備の NC（数値制御）化、溶接工程などの自動化

だ。NCの導入や自動化は、生産性の向上に顕著な効果を上げただけでなく、「ベテランの熟練社員が職人芸のよう

にやっていた加工作業を、若手社員はスマートフォンを使う感覚で NCを使ってやってしまう」と工藤社長が話す

ように、若手社員が製造現場で活躍できる機会を広げた。さらに、NC 化や自動化により業務プロセスの迅速化が

進み時間外勤務が減少。猛暑となる８月には週休３日の体制を組むなど、働きやすい環境づくりにもつながって

いる。工藤社長は「社員の健康こそが会社の健康」との思いから、快適な職場環境の整備や健康経営の推進に注力

してきたが、こうした理念や取組は社員にも浸透。現社員の紹介でその友人・知人が入社するケースが増えるとい

う効果もあった。 

「「オオンンリリーーワワンン企企業業」」ととししてて顧顧客客ニニーーズズのの絶絶ええ間間なないい変変化化にに対対応応、、更更ななるる成成長長をを図図るる  

 足下では新たな顧客ニーズの高まりを受けて試験室を新設し、試験機器を拡充した。引き続き「100％内製化」

を目指して取り組む中で、粉砕機器分野の「オンリーワン企業」として顧客からの信頼感は着実に高まっている。

また、これらの設備投資も含めた職場環境改善の取組効果もあいまって、人材定着率の改善及び新たな人材の確

保が進み、一時は不足感のあった従業員数も現在は適正な水準に回復している。また、同社では今後の更なる成長

も見据え、英国、ドイツ、中国、韓国など、欧州やアジアの市場開拓にも意欲的に取り組んでいる。「適者生存と

いう言葉のとおり、変化しなければ企業は絶対に生き残ることはできない。活力ある社員と豊富な設備を強みに

国内外の市場環境や顧客ニーズの絶え間ない変化に対応していきたい」と工藤社長は語る。 

 

  

工藤好功社長 主力製品のボールミル 
健康経営の一環で 

トレーニング研修を実施 
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